
「特養」と「有料老人ホーム」はどう違う？ ～ご家族に
あった「すみか」の選び方～
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をご覧いただきありがとうございます。

在宅での介護を続けていると、「この先、

自宅での生活が難しくなったらどうしよ

う」と不安に思われるご家族も少なくあり

ません。

介護が必要になったときの「すみか」とし

て、よく耳にするのが「特別養護老人ホー

ム（特養）」と「有料老人ホーム」です。

げんまい新聞
第36号 日々の在宅医療介護に役立つ知恵と情報をお届けします
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1. 「特養（とくよう）」とは？ 
「特養（とくべつようごろうじんホーム）」は、地方公共団体や社会福祉法人が運営する「公

的な施設」です。

♦♦どんな人が入る？:

最大のポイントは、原則として「要介護3」以上の方（65歳以上）が対象です。寝たきり

や認知症など、常時介護が必要な方が中心となります。

♦♦費用の特徴:

「入居一時金」のようなまとまった初期費用はかかりません。

月額費用は、入居者ご本人の所得に応じて決まるため、比較的安価になるケースが多いの

が特徴です。

♦♦メリット:

費用負担が少ないこと。

一度入居すれば、原則として終身にわたって介護を受けられる「終（つい）の棲家（すみ

か）」としての役割が期待できます。

♦♦デメリット:

費用が安く人気が高いため、入居待ち（待機者）が非常に多いのが現状です。地域によっ

ては、申し込みから入居まで数年かかることも珍しくありません。

【特養のまとめ】

公的な施設で費用は安心。ただし、要介護3以上の条件があり、すぐに入居するのは難しい。

この二つ、名前は似ていますが、実は運営の仕組みから費用、入居の条件まで、

まったく異なる点がたくさんあります。いざという時に慌てないために、それぞれ

の特徴をわかりやすく解説します。



こんな方へ
費用を抑えたい

要介護3以上で、入居を急がない

公的な安心感を重視する

すぐに入居先を見つけたい

要介護度が低い（1～2）

リハビリや医療の希望がある

比較ポイント 特別養護老人ホーム 有料老人ホーム

運営 公的（社会福祉法人など） 民間（企業など）

入居条件 原則、要介護3以上 施設による（自立～要介護5まで様々）

入居のしやすさ 入居待ちが長い（数ヶ月～数年） 比較的入りやすい（空きがあれば即日）

初期費用 原則なし 0円～数千万円まで様々

月額費用 比較的安価（所得に応じる） 比較的高額（施設・サービスによる）

「まだ大丈夫」と思っているうちから、情報を集めておくことが何よりも大切です。

1.まずは「ケアマネジャー」さんに相談を

2.いつもご自宅に来てくれているケアマネジャー（介護支援専門員）さんは、介護のプロで

す。ご本人様の状態やご家族の状況を一番理解しています。まずは「将来のことで相談し

たい」と声をかけてみてください。

3.「地域包括支援センター」も強い味方

4.お住まいの地域にある「地域包括支援センター」は、高齢者のための総合相談窓口です。

介護に関するあらゆる相談に乗ってくれます。

5.「見学」に行ってみる

6.パンフレットだけでは、施設の雰囲気は分かりません。元気なうちに、ご家族だけでも見

学に行き、スタッフの表情や入居者さんの様子を見ておくことを強くお勧めします。

介護は一人で、ご家族だけで抱え込むものではありません。ご本人様とご家族が、安心して

過ごせる場所を一緒に探していくことが大切です。

3. ご家族にまずしてほしいこと

「有料老人ホーム」は、民間の企業が運営する「民間の施設」です。

♦♦どんな人が入る？:

施設によって様々です。「自立（介護が不要）」の方から「要介護5」の方まで、幅広い状

態の方を受け入れているのが特徴です。

♦♦費用の特徴:

施設によってピンからキリまで、大きく異なります。

「入居一時金」（家でいう敷金や礼金のようなもの）が0円のところもあれば、高額かかる

ところもあります。

月額費用も、特養に比べると高額になる傾向があります。

♦♦メリット:

民間ならではの多様な選択肢があります。リハビリに力を入れている、医療連携が手厚

い、ホテルのように豪華、など特色豊かです。

特養に比べて待機時間が短く、比較的すぐに入居できる場合が多いです。

♦♦デメリット:

サービスが手厚いほど、費用も高額になります。

「民間」なので、施設ごとの差が非常に大きいです。

2. 「有料老人ホーム」とは？ 


